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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、大脳疾患を有するさまざまな症例を対象とした本質的・相互作用的アプ
ローチによる、エピソード記憶における意識と情動の脳内機構の解明であった。3年間の研究を通して以下の結果が得
られた。第一に、健忘症例では、自伝的記憶の想起意識が健常者とは異なる（鮮明度が伴わない）可能性があること、
第二に、パーキンソン病例では、記銘時の意味的、情動的処理による記憶の促進がみられないこと、第三に、健忘症例
でみられた作話現象は、注意機能や時間見当識、長期記憶成績の低下と関連すること、であった。これらの結果から、
エピソード記憶における意識や情動に関連する脳内機構とその障害機序が明らかにされた。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this research project was to investigate the neural mechanisms 
underlying the retrieval-related consciousness and emotion in human episodic memories by 
neuropsychological approaches for patients with brain damages.In a series of this project for three 
years, our investigations found three main results. First, amnesic patients after brain damages were 
impaired in the consciousness of episodic recollection, which was associated with the loss of vividness 
for personally experienced events. Second, patients with Parkinson’s disease did not show significant 
enhancing effects on episodic memories by semantic and emotional processes. Third, confabulation in 
amnesic patients reflected the disturbance of attention, time orientation, and long-term memory 
functions. These results suggest the possible mechanisms of the retrieval-related consciousness and 
emotion in human episodic memories.
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１．研究開始当初の背景 
本研究では，生活記憶である，エピソード

記憶の脳内機構の解明のため，様々な大脳疾

患を有する症例を対象に，エピソード記憶そ

のものの処理への（1）本質的アプローチ，

およびエピソード記憶と他の心理過程との

（2）相互作用的アプローチを行う．（1）で

は，エピソード記憶機能が含む，記憶再生時

の想起意識・自己・主観的時間感覚の 3つの

要素に着目する．（2)では，エピソード記憶

と密接に関連しあっている意味システムと

の相互作用，また近年研究が進められつつあ

る，エピソード記憶機能に促進的影響を及ぼ

している情動システムとの相互作用に着目

する． 

本研究は，ヒトのエピソード記憶における

包括的(本質的・相互作用的アプローチ)・多

角的(様々な大脳疾患群)視点に立った神経心

理学的研究であり，今日までに本分野におい

てこのような総合的視点によるエピソード

記憶の研究はほとんどなされていない． 
 
２．研究の目的 
（1）エピソード記憶を想起する際に伴う想

起意識の特性とそれを支える神経基盤を明

らかにする． 

（2）情動の心理過程のひとつである社会的

報酬による記憶成績への促進的影響を，大脳

疾患例で検討することにより，社会的報酬と

記憶の相互作用を担う神経基盤を明らかに

する． 

 
３．研究の方法 
（1）では，想起意識の詳細な検討を，様々

な大脳疾患を有する患者群を対象に横断的

に行う．側頭葉内側面（MTL）損傷健忘群で

は想起意識そのものを，自閉症群では，他者

の意図の推測障害との関連を，依存症群では，

過去-現在-未来の時間的感覚との関連を検討

する．さらに，MTL内の体積と想起意識と

の相関をみることで，想起意識に関わるMTL

内の機能解離を明らかにする． 

（2）では，パーキンソン病例および意味性

認知症例を対象とした検討を行う．ドーパミ

ンの不足が病態であるパーキンソン病例で

は，報酬系を支える前頭-扁桃体情動システム

の障害が多数報告されている．また本研究で

は，意味システムとの相互作用を明らかにす

るために，意味性認知症例も対象とする．当

例は側頭葉外側が初期病巣であり，健忘の中

核病巣である側頭葉内側は保持されている

ことが知られている．両群に対して，情動関

連記憶課題，意味関連記憶課題を施行し，そ

れぞれがもつ認知機能の障害が，エピソード

記憶の再生とどのように相互作用するのか

を明らかにする． 
 
４．研究成果 

本研究の目的は，大脳疾患を有するさまざ

まな症例を対象とした本質的・相互作用的ア

プローチによる，エピソード記憶における意

識と情動の脳内機構の解明であった． 

3 年間の研究を通して以下の結果が得られた． 

第一に，前頭葉損傷を有する健忘症例では，

自伝的記憶の想起意識が健常者とは異なる

（鮮明度が伴わない）可能性が示唆された．

前頭葉損傷を有する健忘症 2例にて，自伝的

記憶想起時の想起意識が，健常者のような視

覚イメージと連動するような想起過程では

ないことが示された一方で，脳梁膨大部後方

領域を有する健忘症 1例では，健常者とほぼ

同質的な想起過程であることが示唆された．

このことから前頭葉が自伝的記憶における

想起意識において重要な役割を担っている

ことが示唆された． 

第二に，パーキンソン病例では，記銘時の

意味的，情動的処理によるエピソード記憶の

有意な促進がみられなかった．パーキンソン

病例では中脳黒質におけるドーパミンの欠

乏による fronto-striatal神経系の不全により，

意味的，情動的処理の効果がみとめられなか

ったことが示された．また両処理に関わる異

なる神経基盤も示唆された． 



 

パーキンソン病群と健常群の条件別ヒット率の結果 

 

第三に，健忘症例でみられた作話現象は，

注意機能や時間見当識，長期記憶成績の低下

と関連することが示された．上述の認知機能

において，作話群，非作話群および健常群の

3 群間の比較検討により，作話群でのみ有意

な低下が示された．これらのことから作話現

象には，注意機能や時間見当識，長期記憶機

能の障害が関与することが示された． 

以上の結果から，エピソード記憶における

意識や情動に関連する脳内機構とその障害

機序が明らかにされた． 
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